
趣旨
旧高知大学と高知医科大学の統合の目玉として発
足した黒潮圏海洋科学研究科では，持続型社会の実
現に向けた21世紀型の教育研究の創成を目指してき
た。日本に温暖な気候をもたらすのみならず太古よ
り人や文化を運んできた黒潮に注目し，その流域圏
（台湾およびフィリピン）を「黒潮トライアングル」
と定義し，研究フィールドの開拓や人的交流を進め
てきた。2007年に交流協定を締結した台湾および
フィリピンの大学および政府機関とともに第１回を
本学で開催して以降，日台比の各機関の持ち回りで
「黒潮圏科学国際シンポジウム」を毎年継続してき
た。第８回目では（2014年９月），この連携を足掛か
りに国際間人材育成体制の枠組みである「黒潮圏大
学リーグ」の構築の検討について提案し，各機関の
賛同を得た。
一方，2014年度より黒潮圏総合科学専攻では，「黒

潮圏の持続型社会形成を目指す人材育成プログラ
ム」を通じて，毎年３名のフィリピン人留学生を受
け入れ，黒潮圏を中心とする諸地域の沿岸域におけ
る資源の持続的な管理と利用を担う人材育成を開始
した。
そこで，プログラムへの参加学生が台湾国立中山
大学で開催された第９回「黒潮圏科学国際シンポジ
ウム」へ参加して研究成果を発表するとともに，
フィールドワークへの参加による自然資源の利用や
管理に関する現場の視察を通じた考察を促すことと
した。

第９回国際黒潮圏科学シンポジウム
平成27年11月16日(火)－18日(木)に台湾国立中山
大学で開催された（図１）。初日は，国立中山大学海
下科技研究所所長Chau-Chang Wang教授による開
会の挨拶に続き，Dongsha Atoll Marine National
ParkのYalan Chou博士 とKeryea Soong教授による

Opening Remarkで東沙環礁の研究成果や施設につ
いて紹介された。その後テラスでレセプションが開
催された（図２）。本学からは黒潮実感センター所
長の神田、久保田、富永、Emma Ballad, Renan
Bobiles, Alex P. Camaya, Joshua Daclan, 邉見, Allyn
Pamtallano, Jayvee Sacoが発表した。台湾からは国
立東華大学/国立海洋生物博物館 Te-Hao Chen、東
港生技研究中心Tzyy-Ing Chen所長、Te-Yu Liaoが、
グアム大学 からTom Schils、Adrian Kenseが発表
した。フィリピンからは農業省水産資源局第２地域
支所(Tuguegarao City)のMilagros Morales所長、
UP VisayasのWilfredo Campos教授、Bicol大学の
Plutomeo Nieves教授が参加した。以下にプログラ
ムを記す。
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図１ シンポジウムの開催地およびフィールドトリッ
プの訪問地



第９回国際黒潮圏科学シンポジウムおよび国境を超えた教育による黒潮圏の持続型社会を目指した黒潮圏大学リーグネットワーク形成の取組み

213

図２ レセプションの様子
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11月 17日 (水)は I. General Science, II. Marine
Plant Ecology, III. Coral Science, IV. Conservation
and Fisheries Resources およびV. Conservation and
Fisheries Resourcesの５つのセッション，計20題の
発表が行なわれた（図３，図４）。
３日目は，国立中山大学とわが国の水産総合研究
センターの共催によるクロマグロの資源管理に関す
るミニシンポジウムが６番目のセッションとして実
施された。太平洋の各海域で行なわれている国際的
な資源管理の枠組みや台湾近海での産卵が予測され
ているクロマグロ稚魚を高知沖で一時的に捕獲して
タグを付けた後に放流し、東部太平洋を経て日本近
海に至る回遊の軌跡の解明などが話題提供された。
産卵は日本海でも行われるが、台湾からルソン東北
部が中心であるとの報告であった。黒潮圏の中心部
が産卵場所になっている訳で、黒潮圏研究の重要性
を再確認した。

フィールドワーク
平成27年11月18日(木)のクロマグロの資源管理に
関するミニシンポジウムの終了後，高雄市と屏東県
を分ける東港渓河口の南岸に位置する行政院農業委
員会水産試験所東港生技研究中心を訪問した（図１，
図５）。Tzyy-Ing Chen所長より施設の概要につい
て説明を受けた後，クロマグロをはじめ，スギ，ミ
ルクフィッシュやハタ等の養殖水槽を視察した。
またその後，２kmほど西方に広がる大鵬湾国際
ビジターセンターにおいて，大鵬湾国家風景区の沿
革について学んだ。530ヘクタールに上る広大なこ
の水域は，かつては大規模なカキの養殖地として有
名であったが水質汚染による生産量の減少をもたら
すとともに観光業の発展に伴い養殖は衰退し，現在
では台湾南部で最も有名な水上レジャースポットと
して知られるようになっている。この大鵬湾国家風
景区が辿ってきた経緯は，バランスのとれた沿岸資
源の利用および環境保全について考察する上で参考
になる事案になると思われた。
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図3 日台比研究者による発表の様子
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図4 参加学生による発表と討論の様子



11月19日(金)の午前中に，屏東県南東部の国立東
華大学海洋生物科技研究所を訪問した。この研究所
は国立海洋生物博物館に併設されており，海洋生物
の捕獲，維持，管理や研究など様々な連携体制が構
築されていた。研究所の設備や体制について，Te-
Hao Chen准教授より説明を受けた後，富永を座長
として環境保全を考慮した海洋生物資源の利用や海
洋保護区の実質的な運用を可能にする沿岸社会の経
済レベルの向上について，熱心な議論が行われた（図
６）。

国境を超えた教育による黒潮圏の持続型社会を目指
した黒潮圏大学リーグネットワーク形成
今回参加した学生の黒潮圏科学国際シンポジウム
における発表や海洋生物科技研究所における議論等
は，台湾およびフィリピンから参加した複数の研究
者による評価の対象となった。９年間にわたる黒潮
圏科学国際シンポジウムで繰り広げられてきた議論
により醸成されてきた，持続的社会の構築を目指し
た教育研究の理想像と比較すると，まだ各学生の専
門分野に閉じこもった思考であることが指摘された
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図５ 行政院農業委員会水産試験所東港生技研究中心への視察

図６ 国立東華大学海洋生物科技研究所での議論の様子



ものの，今後の発展を期待する意見が寄せられた。
今後はさらにこの国際ネットワークを有効活用する
ことにより，「黒潮圏大学リーグネットワーク」構築
を推進することが求められる。

久保田賢・富永 明
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